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1．はじめに
企業経営において，自社の経営資源を生かす経営が
重要であるが，それは，もともとの本業である事業展
開と似通った事業領域に多角化していくことが一般で
ある。つまり，その方が，利益を高める経営資源の効
果的活用が得られやすいからである。「ヒト，モノ，
カネ，情報（技術）」，さらに具体的には，有形資源
（土地，建物，機械設備等），無形資源（特許，技術ノ
ウハウ，ブランド資産，顧客ロイヤルティ，評判，企
業文化等），そして人的資源（従業員の知識，能力，
モチベーション等）に分けて考えると，それらが本業
の事業を基盤に，相互に関連しあい，新規事業を展開
していく中で，さらなるシナジー効果を高め，企業組
織体としての企業価値を蓄積することに繋がるからで
あろう。
しかしながら，今回，筆者が関心を寄せた寺岡企業
グループ（経営責任者は㈱ロイヤルコーポレーション
代表取締役寺岡晋作（4 代目，平成 4 年 1 月より））
広島県福山市）の事業の高度化に関する調査では，そ
の内容が，一般的な経営資源の活用のあり方とは異な
るものである。
筆者は，当初，農林水産省が提唱する 6 次産業化の
モデル事業として，寺岡有機醸造（株）の事業展開に
着目し，多様な商品開発の戦略性と有機農場の経営の
ありようについて，どの様な企業や組織の連携がなさ
れているのか，特に有機生産物の安定的な生産体制の
実情やそのための技術的な工夫や苦労，さらにそこか
ら派生する商品開発における商品価値高揚などを想定
して視察調査を開始した。つまり，当該事業の高度化
と新たな有機農場の生産・販売活動の展開に焦点を当
てながら事業活動を拡大する中で，経営資源をどのよ
うに活用し，事業価値創造を図っているのかの考察を
目的とした調査であった。
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しかしながら，調査を進めるにつれて，次第に，対
象企業グループの活動領域が，単なる 6 次産業モデル
としての研究対象の範疇を超えており，新たな視点が
必要であることに気がつき，それを加えた論点の再整
理を認識した。それは，改めて，寺岡企業グループの
活動の全容をとらえるべく実践している多角化のダイ
ナミズムを評価し，企業グループのリストラクチャリ
ングによる事業ポートフォリオの視点から接近するこ
とである。その上で，当初よりの論点である 6 次産業
化へ向けた寺岡有機醸造（株）並びに農業生産法人寺
岡有機農場（有）の事業展開の実情と組織連携の意義
を分析することへ，筆者の問題意識が変化した次第で
ある。
寺岡有機醸造（株），（株）ロイヤルコーポレーショ
ン，農業生産法人寺岡有機農場（有）の 3 つの組織か
ら構成される寺岡企業グループの活動領域は，後述す
るように標準的な資源活用の組み方やあり方とは大き
く異なるものである。例えば，グループ全体としての
組織能力を考えてみても，各組織に配属している人材
が互いに効果的な関係性を維持し，シナジー効果を上
げる取り組みや人材配置の運用は，グループ全体とし
ては必然的なことである。しかし，寺岡企業グループ
はグループ内での事業領域が異なる故に，組織能力の
側面でも固有の課題を内包させ，困難な壁もあるので
はと推察される。しかしながら，地域と密着しながら
も創業時の事業領域とは異なる，グループにとっては
独特な事業を展開している（株）ロイヤルコーポレー
ション（自動車・クレーン・船舶ライセンススクール
事業）が，今日まで大きな事業成果を上げて発展して
きた故に，現在の寺岡企業グループ全体の経営の安定
性が確立し，本業である醤油製造のさらなる展開，ま
た新たな有機農業という未だ企業の参入がさほど多く
はないエクセレントな事業への展開が可能となってい
ること，筆者は，このことこそ，注目に値すると考え
ている。
本稿では，厳しい企業を取り巻く経営環境の下で，
創業当時の伝統的食品事業を基盤として，時代の変化
に敏感に対応し，地域に根差しながらも異なる事業化
をなし得たことが，結果として，創業時よりの本業で
ある醤油製造事業の活性化を下支えしていること，そ
の上で伝統的な食品事業の 6 次産業化への展開を考察
することとした。そのためにも，先ずは，企業グルー
プの沿革と概要を踏まえ，経営資源を効果的に活用し
た事業ポートフォリオの意義を考察する。次いで新た
な連携型事業活動による企業の活性化と事業の高度化
がどう図られているのか，さらに，如何に商品価値の
向上にそれらが結びついているのか考察する。
2．寺岡企業グループの沿革
初めに，寺岡企業グループが，醤油製造の創業以来
どのように事業展開を実践してきたのか，その沿革と
事業活動の概要を表 1 に簡潔に整理しておく。表に
は，寺岡企業グループ全体の活動の沿革を示した。理
念として「本物を創造する」を掲げる企業グループ
は，
1．醤油製造・販売事業（「寺岡有機醸造（株）」・代
表取締役寺岡晋作（4 代目））
2．自動車・クレーン・船舶ライセンススクール事
業（「（株）ロイヤルコーポレーション」・代表取
締役寺岡晋作）
3．有機農産物生産・販売事業（「農業生産法人寺岡
有機農場（有）」・代表取締役坂本詩郎）
の 3 組織からなる 3 事業領域の事業経営を進展してい
る。その活動状況を，時系列にそって整理した。創業
した明治期から，その後の戦前と戦後，そして現在ま
での間，寺岡企業グループが，本業の事業を通してど
の様な事業価値の蓄積を行ってきたのか。時々でどの
様に経営の安定化を図り事業価値向上を究めようとし
てきたのか。そこでの戦略的視点とは何か，実際の事
業の沿革を踏まえて，今日までの企業としての躍進を
理解しておきたい。なお，それぞれの事業活動の具体
的な内容については，後述する概要で触れることとす
る。
明治 20 年（1887）の寺岡醤油醸造場の創業以来，
寺岡企業グループは，一貫して醤油製造業に従事して
いる。創業者寺岡伍一の思い「精根込めて醸造してこ
そ，初めてその商品に自信が持てる」に貫かれた，自
然との共生を軸としたモノ作りの精神性を受け継ぎな
がら，戦後の昭和 25 年（1950）に，寺岡醤油（株）
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【寺岡有機農場（有）】
< 有機農産物生産・
販売事業 >
【寺岡有機醸造（株）】
< 有機醤油・加工調味料生産・
販売事業 >
【（株）ロイヤルコーポレーショ】
< 自動車・クレーン・船舶ライセンス
スクール事業 >
昭和 50 年塩田の跡地（4ha）
を埋め立て，有機農場を個
人事業として始める（醤油
原材料の大豆・小麦を無農
薬 ， 有 機 栽 培 す る ）。 後
の，「松永農場の基盤とな
る。
平成6年（1994）マルゴ有機
農場（有）設立
　先の「松永農場」と「世活
農場」の 2 農場で本格的な
有機農産物の生産拡大（経
営責任者；4 代目寺岡晋作）
平成10年（1998）JONA 有
機認定（大豆・小麦）取得
＜国の有機 JAS 認定制度に伴
い，国内の最有力認定団体
の認定を受け，条件整備を
行う＞
平成13年（2001）日本農林規
格（有機 JAS）認定取得
明治20年（1887）寺岡醸造場を創業
明治 40 年頃塩田事業を始める。
昭和25年（1950）寺岡醤油株式会社を
創立
昭和 40 年（1965）1.8L 瓶詰ライン新設
昭和 41 年（1966）製麹室の近代化
昭和 55 年（1980）マルゴ醤油株式会社
に社名変更
昭和 57 年（1982）（有）寺岡企業の創立
昭和 60 年（1985）めんつゆライン増
設，マルゴ醤油株式会社から（株）ロ
イヤルマーゴに社名変更
平成元年（1989）東京営業所を開設
平成5年（1993）福山市南松永町に配送
センター開設
平成10年（1998）大阪営業所開設
平成11年（1999） JON A 有機認定
（しょうゆ）を取得
平成 12 年（2000）ロイヤルグループか
ら寺岡企業グループにグループ名変更
平成13年（2001）日本農林規格（有機
JAS）認定取得
平成14年（2002）松永工場開設
平成15年（2003）広島営業所開設，長
年の多種類の醤油系商品の中，ユニー
クな新商品「たまごにかける醤油」の
開発
昭和35年（1960）塩田事業廃止に伴い，事業転換
し，松永自動車学校設立（経営責任者；3代目寺岡
弘人）（現・ロイヤルドライビングスクール福山
校）
昭和 39 年（1964）普通自動車公認取得
昭和 40 年（1965）自動二輪公認取得
昭和 41 年（1966）大型自動車公認取得
昭和 42 年（1967）大型特殊自動車公認取得
＜昭和 47 年年間売上高 1 億円＞
昭和50年（1975）県下唯一のクレーン学校・広島ク
レーン学校開設（広島労働基準局長指定）／移動式
クレーン教習指定取得
昭和 51 年（1976）クレーン教習指定取得
昭和 54 年（1979）玉掛技能指定取得
昭和 55 年（1980）ロイヤルドライビングスクールに
名称変更
昭和59年（1984）広島クレーン学校広島校開設
昭和60年（1985）県下初の自動二輪専門校・ロイヤ
ルドライビングスクール広島校開設
＜昭和61年　年間売上高5億円＞
昭和 61 年（1986）ショベルローダー・フォークリフ
ト・車両系建設機械（掘削他）技能指定取得
平成 3 年（1991）床上操作式クレーン・小型移動式
クレーン技能指定取得
平成 4 年（1992）経営責任者に 4 代目寺岡晋作が就
任。車両系建設機械（解体用）・高所作業車技能指
定取得
平成 8 年（1996）ロイヤルドライビングスクール広
島校普通車公認取得
平成 9 年（1997）ロイヤルドライビングスクール広
島校・福山両校ともに大型自動二輪公認取得
＜平成10年　年間売上高15億円＞
平成 11 年（1999）職業訓練講座（荷役 3 コース）技
能指定取得
平成 13 年（2001）職業訓練講座（建設機械 7 コー
ス）技能指定取得
平成 15 年（2003）ロイヤルドライビングスクール福
山校　普通二種公認取得 / 広島クレーン学校広島
校　拡張移転 /（株）ロイヤルコーポレーション
「男女雇用機会均等推進企業」広島労働局長優良賞　
受賞
平成 17 年（2005）マルゴ有
機農場（有）から寺岡有機
農場（有）に社名変更
平成17年（2005）（株）ロイヤルマーゴ
より寺岡有機醸造（株）に社名変更　
平成 16 年（2004）（株）ロイヤルコーポレーション
本社を広島に移転
平成 17 年（2005）ガス溶接技能指定取得
平成 19 年（2007）ロイヤルドライビングスクール福
山校　大型二種公認取得　/　（株）ロイヤルコー
ポレーション第一回社債発行
表１．寺岡企業グループの沿革
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を創立し大きく醤油醸造メーカーとしてスタートし
た。この間，明治 40 年頃より塩田事業も手がけなが
ら本業としての醤油事業を展開していくが，戦後の高
度経済成長期の下，時代が大きく変化する中，企業組
織にも大きな変化を迎えることとなった。
昭和 35 年（1960）に，寺岡企業グループは，松永
自動車学校を創業する。恰も，脱本業の印象すら与え
る様な全く新しい業種である自動車ライセンススクー
ル事業に参入し，事業を多角化していくこととなっ
た。時の経営者は，寺岡家の 3 代目寺岡弘人であっ
た。先祖が粛々と営んできた塩田事業を廃止し，その
塩田事業を支えた土地資源の新たな活用を構想し，熟
考し，地域での経済活動の新たな活路策としての多角
化への大きな決断を図っていった。時代の大きな変化
の中で，改めて地域社会に貢献できる新規事業への舵
取り，否，地域社会における経済活性を支えるための
時代の要請でもあったのではないかと理解する。
そして，この意思決定こそが，その後の寺岡企業グ
ループの躍進を支え，本業の醤油製造業を有機醤油醸
造事業へと進化させていく原動力となったと指摘した
い。その後，当該事業は，普通自動車ライセンス，建
築工事関連の業務用クレーン操縦技術，そして船舶関
連のライセンス事業までと大きく充実して拡大成長の
途を歩むこととなる。
さらに，グループ企業としての成長を確立していく
中で，平成 6 年（1994）には，本業の醤油醸造事業と
も大きくかかわる有機農産物生産事業へ本格参入を決
断し，本業のコア事業との連携が密となる新たな多角
化の方向を，いっそう鮮明にしていくこととなる。
が，有機農産物の生産栽培は，市場の潜在的ニーズは
高いと推測されるものの，今日，我が国の農業全体の
実情を踏まえれば，未だ飛躍的な事業には至っていな
いのが実態でもある。
正に，かつて昭和 35 年（1960）に，松永自動車学
校を創業した時と同様に，時代の変化を読み取る，経
営者の優れた感性を反映した先行投資の技かもしれな
い。が，寺岡企業グループにとっては，地域経済を支
える経営者の本業重視の姿勢を明確に提示することに
も繋がり，それにより「本物」とは何かを主張するこ
と，顧客志向に沿った多様な経営を通してグループ全
体のポリシーとして，地域貢献を掲げ描くことの主張
となるはずである。有機農産物生産・販売事業を新規
に本格始動することで，醤油醸造事業のキーワードで
ある「有機」と「本物志向」に基づき，本業重視を
きっちりと，地域に，そして，企業グループメンバー
に明示すること。つまりは，こうしたグループ経営の
経緯は，事業の組み合わせを通して企業構造を変化さ
せていく寺岡企業グループの事業ポートフォリオ・リ
ストラクチャリングと呼ぶべき姿であり，そこにこ
そ，現経営者による重要な意思決定があると，指摘し
たい。
（1）社名変更が語る経営者の決断と苦慮，そして将
来への思い
さて，今日の企業グループとしての躍進に至るま
で，異業種の多角化事業を抱えた企業組織体故に，必
ずや，企業としての多様な迷いや苦悩，その時々の軌
道修正はあったと容易に理解される。例えば，それは
沿革にも示される，度々の寺岡醤油の社名変更に如実
に表れているのではないだろうか。
平成24年（2012）9月会員お
届け制度事業開始（責任者
寺岡宏晃）
平成17年（2005）天満屋福山店アンテ
ナショップ「寺岡ファクトリー」出
店，「たまごにかける醤油」は総売上
の２割を占める大ヒット商品に成長
平成20年（2008）マリンライセンスロイヤル　東京
事務所・大阪事務所開設
平成21年（2009）マリンライセンスロイヤル　名古
屋事務所開設
平成23年（2011）マリンライセンスロイヤル　広島
事務所開設
（寺岡有機醸造（株），（株）ロイヤルコーポレーション，農業生産法人寺岡有機農場の 3 社の寺岡企業グループ会社案内，パンフ
レット，聞き取り調査から作成）
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昭和 55 年（1980）に，松永自動車学校からロイヤ
ルドライビングスクールに名称変更した時期を契機と
して，その後は度々の社名変更が行われている。同
55 年（1980）に，寺岡醤油（株）からマルゴ醤油
（株）に社名変更，57 年（1982）には，別法人の
（有）寺岡企業を創立している。別法人の（株）ロイ
ヤルコーポレーションの事業収益性が高まっていった
ことと，さらに，事業の活性化を反映してか，ついに
創業以来の醤油事業の社名も，60 年（1985）に，
（株）ロイヤルマーゴに社名変更している。ロイヤル
という企業ブランドを前面に出す展開を開始している
と思われる。地域における（株）ロイヤルコーポレー
ションの企業ブランドが認知され，事業が活性化して
いった証であろう。しかし，平成 6 年（1994）に，別
法人としてマルゴ有機農場（有）を設立し，次第に有
機事業が本格化するにつれ，寺岡という家名が再登場
しているのだ。寺岡という家名を企業グループの統合
した名称として，時代の中での製造業の伝承性を再評
価して，再び据えることを決定しているのだ。
平成 17 年（2005）に，寺岡有機醸造（株），寺岡有
機農場（有）へと，将来に向けた戦略的な事業を有機
事業とし，その事業を中心に醤油製造と農場経営を連
携する事業価値の意義を明示する経営者の姿勢と考え
られる。
平成 17 年（2005）とは，寺岡企業グループが新た
な飛躍を再認識した重要な時期ではないのだろうか。
これも，時代の変化をいち早くキャッチした時の経営
者が，昭和 35 年（1960）に松永自動車学校を創業
し，その後の（株）ロイヤルコーポレーションの自動
車・クレーン・船舶のライセンススクール事業へと飛
躍的に発展してきた軌跡があればこそと，考える。
現在，創業時の事業から，大きく多角化事業を進展
し続ける多くの企業グループが存在するが，寺岡グ
ループにおいても内実は同様である。その中において
も，ロイヤルという社名から，寺岡という創業時から
の社名に戻したことは，企業グループにおける創業事
業を重視する企業の精神性，姿勢が，ここに読み見と
れる。
なお，寺岡企業グループでは，3 組織に共通した入
社前研修と導入研修を人材教育プログラムとして実施
している。健康と安全を守る寺岡グループの理念をカ
タチにする姿勢を体感できるよう，社会人としてのマ
ナー向上や集中力とチームワークによる自己研鑽，社
会人としての知識を学び，グループの社員としての自
覚と自己目標を持つことなどを内容とするものであ
る。
以下では，それぞれの組織の事業展開の概要を考察
する。
（2）寺岡有機醸造（株）の概要
創業以来の精神性と高付加価値型の商品づくり
明治 20 年（1887）1 月，創業者・寺岡伍一は，先
にも述べたが「精根込めて醸造してこそ，初めてその
商品に自信が持てる」との強い志を持っていた。寺岡
有機醸造（株）の前身である寺岡醤油（株）は創業以
来，長年にわたりこの志を順守して妥協を許さない商
品づくりを追求し，伝統的な生産方式にこだわる生産
を続けてきている。例えば，薄暗い醸造蔵では，家付
き酵母が住み着いた天井，梁，壁，床，杉桶等，いず
れもじっくりと発酵熟成を経る醤油醸造を続けてきて
表２．寺岡有機醸造（株）の概要
企業名 寺岡有機醸造（株）
創立 明治 20 年（1887）1 月
従業員数 52 名（パート 12 名）
資本金 2,000 万円
代表者 代表取締役　寺岡晋作
売上高 8 億 7,000 万円（2012 年 12 月）
事業内容 有機醤油・調味料の製造・販売事業
（企業資料、聞き取り調査から作成）
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ことを，如実に表わす風景が広がっている。本物を極
めるという寺岡グループの精神性が，そこから窺え
る。
平成 13 年（2001）に JONA（日本オーガニック＆
ナチュラルフーズ協会／日本農林規格登録認定機関）
により，有機 JAS の認証を受けた有機醤油とその加
工品，有機ドレッシング類を中心に調味料品の製造販
売事業を実践してきている。平成 17 年（2005）には
寺岡有機醸造（株）へ社名変更を行っている（表
2）。「寺岡家の有機醤油」の名称で括られる有機醸造
醤油とその加工醤油や調味料類，さらに，一般栽培さ
れた厳選丸大豆，小麦を原料とした天然醸造醤油類や
醤油加工品，調味料類等の生産・販売事業を展開して
いる。なお，それ以前の昭和 50 年から，原料の大豆
や小麦も有機大豆や小麦にこだわり，有機原料を使用
することを考え，自社保有の土地である松永地区で，
その後の世羅地区における有機農場が本格始動する以
前から規模は小さいものの有機生産活動を始めていた
経緯がある。
商品展開を見れば，最も代表的な商品が「寺岡家の
国産有機丸大豆醤油蔵出し（520ml，150ml）」である
が，国産有機丸大豆，国産有機小麦，天日塩を原料
に，杉桶で四季の温度にて 3 年以上の発酵期間を置い
て熟成した，有機 JAS 認定の天然醸造醤油である。
ここで，商品一覧を示せば，「寺岡家の有機醤油」の
名称で括られる有機醸造醤油（10 品）と「寺岡家の
豆腐のつゆ」等の加工醤油（3 品）や「寺岡家の有機
ノンオイルドレッシング恵み ゆず」等の調味料類（2
品），さらに，「寺岡家のこだわり丸大豆醤油の濃口や
淡口」などの厳選丸大豆，小麦を原料とした天然醸造
醤油類（7 品），「寺岡家のたまごにかけるお醤油」や
「寺岡家のちょっとぜい沢あごだし醤油」等の醤油加
工品（29 品）や「寺岡家のしろごまドレシング」等
の調味料類（4 品），この他，醤油生産・販売も手掛
け，PB ブランド商品も大容量（1,000L）から少容量
（150ml）の多くの商品提供も行っており，実に多く
の商品ラインアップによる構成となっている。頻繁な
商品開発の仕組みや規格に合致しているかなど各製造
段階での品質管理も徹底して実践している。
販売チャネルとして，百貨店，スーパーでの販売の
他，平成 17 年（2005）に直営のアンテナショップ
「寺岡ファクトリー」を地元百貨店天満屋内に開設し
た。店頭には，先に述べた多くの有機醤油類や一般の
醤油類などの寺岡製品が並び，その一角には寺岡有機
農場で栽培生産された有機野菜類も販売されている。
また，広島県や近県企業のこだわり商品もセレクトさ
れている。実際の店頭では，有機大豆や小麦を使用し
た高付加価値の有機・天然醸造商品とその多様な醤油
系加工品と調味料の品揃え力に思わず目を奪われる状
況である。
今後，グループ企業の有機農場が，さらに安定的な
拡大生産が開始されるにつれて，店頭での商品構成力
がバージョンアップすることも想定でき，アンテナ
ショップのチャネルが，企業ブランド力を高めるシグ
ナルになると考える。
（3）（株）ロイヤルコーポレーションの概要
グループ企業経営の安定化と多角化―土地活用
表３．（株）ロイヤルコーポレーションの概要
企業名 （株）ロイヤルコーポレーション
創立 昭和 35 年（1960）7 月
従業員数 230 名（パート・派遣 34 名）
資本金 1,000 万円
代表者 代表取締役　寺岡晋作
売上高 19 億 8,300 万円（2013 年 3 月）
事業内容 自動車・クレーン・船舶ライセンススクー
ル事業
（企業資料、聞き取り調査から作成）
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による新たな展開と躍進―
昭和 35 年（1960），寺岡企業グループの当時の経営
者寺岡弘人は，松永自動車学校を創業し，全く新たな
異業種である自動車ライセンススクール事業に進出し
ていった。遡れば，明治 40 年頃より手掛けていた塩
田事業を廃業し，その貴重な土地資源を有効活用すべ
く，大きく事業転換を考えた上での新規事業である。
時代は，高度経済成長期の真っただ中，モータリゼー
ションが進展する状況を迎えていた。しかし，創業当
時は，全く異業種の事業を軌道に乗せるには，それ相
当の苦労が伴ったと想像できる。例えば，昭和 35 年
～昭和 39 年までは実技試験免除ではない教習所であ
り，従業員 5 人という家族的経営であった。
現在，組織は（株）ロイヤルコーポレーション（本
社：広島県広島市）として，ロイヤルドライビングス
クール広島校並びに福山校，広島クレーン学校広島校
並びに福山校，マリンライセンスロイヤル東京事務
所・名古屋事務所・大阪事務所・広島事務所と大幅に
拡大させて，自動車・クレーン・船舶ライセンスス
クール事業を運営している。地元志向あるいは地域と
の関係を効果的に生かす事業経営でもあり，地域貢献
という社会性も備えた事業性と理解する（表 3）。
昭和 50 年（1975）にクレーン学校を開校し，さら
に平成 20 年（2008）には船舶免許取得の学校を開講
して，自動車・クレーン・船舶にかかわるライセンス
スクールの 3 事業を，広島，愛媛，山口，岡山，東
京，名古屋，大阪のそれぞれの地域で展開している。
これらの 3 事業を独立させながらも連携を強化し，経
営戦略や事業戦略のためのノウハウを共有し，シナ
ジー効果を上げていると想像できる。
現在では，寺岡企業グループ全体の売上高 3,014 百
万円（平成 24 年（2012））の約 65％を占め，名目的
には，当該事業が現在の寺岡企業グループの牽引役を
果たしていると言えよう。今後は，企業グループ全体
における人材交流（従業員 320 名，内パート 84 名；
平成 25 年（2013）4 月 1 日現在）の重要性にも考慮
して，若い社員研修・教育の場として有機事業を推進
する他の 2 つの組織との連携を図る多様な工夫や活動
の仕掛けが，新たな人材育成における意味を持つと推
測する。経営資源としての人の価値を如何に高めるの
かは，すべての事業にとっての大きな課題である。
（4）農業生産法人寺岡有機農場（有）の概要
有機農産物の生産・加工販売活動の本格化
―連携による本業の事業価値を高める―
さて，有機農業とは，地域の自然を活かした堆厩肥
を使用し，化学合成農業や肥料を使用しない農法であ
る。有機農業で育てられた農産物は環境への負荷も少
なく，人体への残留薬物の心配も少ない。農業の持
続，発展と調和をうたう「有機農業の推進に関する法
律」が平成 18 年（2006）に制定され，有機農業の推
進に関する総合的な施策を講じ，有機農業の発展を図
ることを目的としている。しかしながら，現在，国内
における有機 JAS 圃場の面積を見てみると，国内総
耕地面積が 456 万 1,000 ha（農林水産省統計部調；平
成 23 年（2011）7 月）のうち，国内の有機圃場（田
と畑とその他（きのこ栽培等の採取場等））の面積は
凡そ 0.21% の 9,529 ha（同調；平成 25 年（2013）2
月）にとどまっているのが実情である。このような状
況の中で，平成 6 年（1994）に，農業生産法人寺岡有
表４．農業生産法人寺岡有機農場（有）の概要
企業名 農業生産法人寺岡有機農場（有）
創立 平成 6 年（1994）3 月
従業員 35 名（パート 31 名）
資本金 330 万円
代表者 代表取締役　坂本詩郎
売上高 1 億 1,700 万円（2013 年 2 月）
事業内容 有機農産物の生産・販売事業
（企業資料、聞き取り調査から作成）
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機農場（有）が，有機生産・販売事業に本格的に参入
していったことは特筆できよう（表 4）。
農業生産法人寺岡有機農場（有）の前身であるマル
ゴ有機農場は昭和 50 年（1975）創業であるが，創業
時の規模は 4ha で，塩田の開拓地を転用したもので
ある。その後，平成 6 年（1994）3 月に法人格として
寺岡有機農場が本格的にスタートを切る。後の 4 代目
寺岡晋作は，安全安心の食物への関心が高まる時代の
ニーズを強く認識し，新たに，地味に優れた赤土の世
羅地区の土地の購入を行い，寺岡企業グループの有機
農産物の生産活動事業の実質的経営責任者として，い
ち早く，有機農産物の生産活動への大規模な拡大路線
を意志決定することとなる。農場の有機 JAS 認証
は，平成 13 年（2001）2 月に日本オーガニック＆ナ
チュラルフーズ（JONA），平成 19 年（2007）9 月に
兵庫県有機農業研究会から受けている。現在，認証を
受けた農場は広島県下 2 か所であり，日本における最
大級の有機 JAS 認定農場の規模として，積極的な有
機栽培による農産物生産・販売が実践されている。
世羅農場（広島県世羅郡）は，標高 430m の台地に
位置し，豊かな水源と良質な赤土が特色である。（農
場視察の折，世羅の赤土の良質さ，素晴らしさに，研
究者としても大いに感動を覚えた次第である。）農場
の広さは 20ha（内ハウス 52 棟）で，現在，全国の他
の有機農場の広さと比較しても，大規模な有機農場と
いえる存在である。
一方，松永農場（広島県福山市）は，瀬戸内海に面
し，温暖な環境で栽培がされている。広さは，2ha
（内ハウス施設 24 棟）であり，現在，新しい品種の栽
培を検討しているという。以上の 2 か所の農場で栽培
している品目は，年間約 40 品目で，その内容は，凡
そ，露地並びにハウス栽培で以下の通りである。
有機農場での栽培品目
【露地栽培】　…小麦，大豆，人参，ゴボウ，なす，オ
クラ，ジャガイモ，玉ねぎ，かぶサツ
マイモ，かぼちゃ，キャベツ，ブロッ
コリー，ズッキーニ―，サニーレタ
ス，グリーンリーフ，梅，イチジク　
…他。
【ハウス栽培】…ベビーリーフ，小松菜，ほうれん草，
水菜，春菊，青ネギ，サラダほうれん
草，ルッコラ，ニラ，サラダ水菜，サ
ラダ小松菜，きゅうり，ピーマン，パ
プリカ　…他。
これらの有機農産物は，中国地方の百貨店，スー
パー，寺岡ファクトリーで販売されているが，さらに
B to B の新たなチャネルとして成城石井やその他の
契約栽培を結ぶ大手食品メーカーへの販売など，次第
に，その販売網を関東地域まで拡大している。そのた
めにも，土（赤土）の地味を観察し，作物に合った地
域の生育環境・有機栽培の技術を確立し，さらに徹底
した品質管理体制を整備し，如何に安定した生産と販
売の管理体制を作るかが大きなカギとなっている。
会員制有機野菜のお届け制度の開始
さらに，2012 年 9 月から，直接，生産栽培した農
産物商品を届ける有機農産物の会員制有機野菜お届け
販売事業も開始している。現在，本事業は長男・寺岡
宏晃が責任担当者として活動しているが，会員は約
150 名と徐々に増加している。会員は，登録申し込み
後，お届け回数の 2 回／月（5,860 円）あるいは 4 回
／月（11,720 円）（送料込）のいずれかを選択する仕
組みで，その送付先は広島県を中心に，近県の岡山そ
して関西，さらに関東地域まで拡大している。本制度
では，商品が有機農産物のため天候不順などで品薄の
状況も想定されるが，如何に安定的な商品の質と量を
確保した販売システムを組めるかが成長に向けたカギ
となろう。本システムでは，露地栽培とハウス栽培の
2 系統で栽培生産している商品を持つこと，さらに品
薄の場合は，連携し協力関係を結ぶ他県の有機農家や
組織の有機農産物を調達することも工夫しており，毎
回の届ける商品類の質と量等の構成バランスも考えた
仕組みも手当している。
こうした会員制による野菜・果物類のお届け制度の
ビジネス事例は，既に他にもあるものの，有機農産物
による制度は少ない。その中でも例えば 1975 年より
市民運動の中で，無農薬野菜販売を開始したのが最も
代表的な先行例である，㈱大地を守る会である。有機
野菜の宅配（現「大地宅配」）への関心を高めた貴重
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な先行事業と理解できる。こうした宅配事業は，安全
や安心を期待できる有機野菜のお届制度への市場の潜
在的ニーズは高いことも推測されることから，寺岡有
機農場の取り組みも期待される一企業による貴重な先
駆的取組といえよう。
そのためにも，届けられる野菜類の商品としての価
値を，消費者にどの様に具体的に分かりやすく伝える
かは，必然的なマーケテイングプロモーション活動で
ある。曖昧な情報や商品の内容が不鮮明では，安全や
安心，美味しさの具体的な情報（商品の価値を感じさ
せる情報）とはならず，消費者の心には響かないだろ
う。「有機」にこだわる会員に向けてどの様な商品価
値を具体的に示す情報提供を実践するのか，例えば具
体的な商品説明や料理の仕方，さらに生産者情報等の
細やかな提供が不可欠となろう。こうした消費者に向
けたコミュニケーション活動は，提供側にとっては前
提条件となるが，寺岡有機農場（有）では，既に，毎
回のお届箱の中に，例えば，「～ゆうきのチカラ～」，
「農場おたより便」，その他素材を活用した調理レシ
ピー情報，さらにアンケート用紙も同封する等の情報
提供や工夫が盛り込まれている。会員制のビジネスシ
ステムとして，消費者に向けた丁寧なマーケテイング
コミュニケーション活動を工夫し実践する姿勢は頼も
しい。
3．事業価値を高める事業ポートフォリオの組み
方と経営資源の活用
以下では，これまで整理してきた内容を踏まえ，事
業ポートフォリオの組み方とそこでの資源の活用の意
味を再考し，寺岡企業グループの事業展開から浮かび
あがることとは，一体何であるのか，次の 3 つの項目
から考察し指摘することとする。
（1）寺岡企業グループに見るリストラクチャリング
の意義
1990 年代から，日本企業のリストラクチャリング
を象徴することとして，「集中と選択」ということが
しばしば言われた。一般に，企業におけるリストラク
チャリングとは，企業の構造を大きく作り変えること
を指し，利益向上が見こせない，あるいは利益の大幅
に低下していく状態に対応して実施される。経営戦略
が機能せず，利益の低下が構造的な問題として発生し
ている状態に，根本的な対応として，戦略を見直し，
企業の構造を修正することが必然的になされる。新た
な戦略性を指向する際に，事業ポートフォリオによ
り，それぞれの事業化によるシナジー効果を描き，利
益を生み出すために最適な状態に事業を組み上げてい
くリストラクチャリングは，企業経営において重要な
機能を果たすといわれる。例えば，近年のキリンの事
業戦略領域を見ても分かるように，従来までのコア事
業であったビール市場の成熟と競争の激化に対応し
て，非ビール系や食品，医薬品への多角化を積極的に
進めている。医薬品事業の強化のため協和発酵を買収
するなど，M&A による事業領域の拡大に積極的に取
り組んでいる。つまり，時々に，経営戦略を修正しな
がらそれに伴い企業の構造を調整し，柔軟な組織構造
を作り上げ，企業成長を希求する経営姿勢である。
さて，2．で指摘したように寺岡企業グループにお
いて，昭和 35 年（1960）の松永自動車学校の創業を
礎とした（株）ロイヤルコーポレーションのライセン
ススクール事業による成長過程を振り返ると，正に，
寺岡企業グループにおいて，本業依存脱却型といえる
リストラクチャリングが施され，企業組織活動がより
活性化してきたと指摘できる。時代の変化や市場の成
熟等により，本業のコア事業である醤油製造事業だけ
では収益性の伸びが鈍化する中で，残された経営資源
の土地を活かせる多角化の余地に着目し，時の経営者
が英断したのだ。残された資源を，新規の，しかも異
業種の多角化に効果的に転用し，これによりグループ
企業全体の安定的成長を維持する組織体制を構築して
きている。
さらに注目すべきは，次なるリストラクチャリング
が存在していることである。それは，平成 6 年
（1994）のマルゴ有機農場（有）に発した現・農業生
産法人寺岡有機農場（有）の設立である。しかも，そ
れは有機農場という組織の設立が示すように，いわば
本業である醤油醸造事業の強化を指向した，寺岡企業
グループ組織全体の新たな戦略性に沿った構造調整と
理解される。潜在的な市場性のある「有機」という高
付加価値型の醤油商品開発に繋がる生産体制を構築す
82
る際に，重要な有機原材料の安定的な供給体制と企業
ブランド力を向上するために，正に的確な事業による
リストラクチャリングであり，いわば本業強化型に向
けた動向とも筆者には読み取れる。しかしながら，一
般に，産業界におけるこうした本業強化に向けたリス
トラクチャリングを実施する場合，過剰なる多角化の
修正的対応がその理由にしばしば挙げられるが，寺岡
企業グループの場合は，それとは全く異なるもので，
本質的な本業強化策となる確かな有機農業事業への参
入と考える。
企業を取り巻く競争環境の厳しさは，決して生易し
いものではない。机上の説や論理を，時に，些かなり
とも覆す。企業が競争優位を確実にするためには，こ
うした本業領域との連携の密度と距離感も異なる，い
わば異質な複線的なる多角化路線を内在させて，それ
故に，如何に企業グループ組織としての事業連携の強
みを発揮するのか，一方で組織としての結束する意義
を認識してそれをどの様に企業ブランド力に反映する
のか。またグループ企業の財務状態を安定的に維持し
て企業組織を構築していくか。一連の事業化プロセス
には，臨機応変なる現場に即した意思決定の深さがあ
ると考える。寺岡企業グループにおける，これらの異
なる事業ポートフォリオがそれぞれ功を奏し，今後の
地域に根差す企業グループとしての戦略性を一層明確
に提示することで，地域貢献にふさわしい成長の途を
歩むのではないかと推察している。
（2）有機農業事業と醤油醸造製造・販売事業による6
次産業化への挑戦
―近代化農業の影，その後の有機農業事業の推
進―
我が国では，戦後の食糧難を解決する農政として，
それまでの伝統的な資源循環型農業生産システムか
ら，農薬や化学肥料の使用，機械化などに象徴される
効率的な市場経済に連動した近代化農業システムへと
大きく転換を図っていったという過去の歴史がある。
そして，この農業の近代化に対して，1970 年代前半
頃より安全な食べ物を手に入れる運動や土づくりを通
して安全な農産物をつくる，消費者と生産者の提携し
た，いわば産直運動が発生していくことになる。さら
に，先に示した 1975 年には市民運動団体「大地を守
る会（現㈱大地を守る会（代表取締役社長）藤田和
芳）の活動などが立ち上がっていった。その後，1987
年になり，基本的農政指針を解説する『農業白書』
に，初めて有機農業についての記述がなされ，高付加
価値農業としての位置づけが示されるに至った。ま
た，筆者は学生時代に，有吉佐和子著の『複合汚染』
（新潮社）に触発された一人であったが，その後，あ
る科学者グループによる『小説複合汚染への反証』
（国際商業出版）で，当時の農政に沿った近代化農業
を擁護し，有吉氏に対する痛烈な社会的批判か続いた
ことも記憶している。
しかしながら，今日，消費者の農産物に対する安全
性を注視する姿勢や食生活全般にわたる健康志向等を
反映し，有機農産物や減農薬農産物への関心も高まっ
てきていることを受けて，農政では，市場動向や農業
を取り巻く環境変化も踏まえて，改めて有機農業の活
性化に向けた展開も推進している。例えば，平成 13
年（2001）には有機 JAS 認証制度の制定，先にも示
したが平成 18 年（2006）12 月には「有機農業の推進
に関する法律」が制定され，翌年 4 月には「有機農業
の推進に関する基本的な方針」を策定し，有機農業に
関する技術の開発・普及，研修教育の充実，消費者の
理解と関心の増進等，農業者が有機農業に取り組むた
めの条件整備に重点を置いた活動も始まっている。
一方，近年，農業事業に関する規制緩和も大きく変
化している。平成 17 年（2005）に改正された農地制
度では，「農業経営基盤強化促進法」，「農地法」，「農
業振興地域の整備に関する法律」，「特定農地貸付法」
がそれぞれ改正され，その後の我が国の農業市場の変
革を大きく促進させることとなり，大手食品メーカー
や外食などの事業体から農業事業への参入が進んでい
る。こうした農業事業に関する規制緩和や有機農産物
の市場競争力の変化も，寺岡企業グループの有機農業
事業への参入に影響を与えたことと考える。
寺岡有機農場（有）は，昭和 50 年（1975）に創業
し，平成 6 年（1994）3 月，農業生産法人寺岡有機農
場（有）として有限会社に法人化した。有機農業事業
に参入した背景や状況を考察してみれば，農業事業の
規制緩和や有機農産物を取り巻く環境変化も大いなる
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追い風となったことは十分推察できる。が，それ以上
に，創業時からのコア事業である醤油製造事業の事業
価値と寺岡の醤油商品の商品としての付加価値をどう
高め確保するのか，伝統的な食品メーカーとして，本
物の味，品質へのこだわりをどう追求するのかという
精神性が，有機農業へ大きく舵を切らせた要因ではな
いかと，筆者は推測する。2．で述べたように，「寺岡
家の有機醤油」の名称で括られる有機醸造醤油の商品
群は杉桶で 3 年以上の発酵期間を置いて熟成した有機
JAS 認定の天然醸造醤油であり，その商品価値は独自
な商品特性を持ち，市場における商品ポジションも特
徴的な位置にあるだろう。市場の成長率と相対市場
シェアから見る PPM（プロダクトポートフォリオマ
ネジメント）の論点に照らしても，これらの事業の連
携，摺合せは，将来の事業価値の構築にも大いに繋が
ることだろう。
―6次産業化への挑戦―
平成に入り，農林水産省の政策として 6 次産業に関
する議論が始まったが，当時は農業生産者の活動に関
する議論が多く，地域外の食品関連企業との連携や
ネットワークの視点や評価が弱いことも懸念され，活
動自体の活性化には課題も残されていた。その後，平
成 20 年（2008）に「農商工連携促進法」が制定され
て以来，経済産業省を中心に農商工連携型事業が拡大
し進展してきている。ただ，これらの議論には重なる
部分も多く，何処が，どの様に異なるのか等，議論に
は紛らわしさもある。例えば，斉藤（2011）は，経済
産業省の事業としての農商工連携，農林水産省の事業
としての 6 次産業と食料産業クラスターの事業，これ
ら 3 つの事業領域の戦略や理念に関する議論は整理さ
れているとは言えないとし，それぞれに課題が存在す
るとコメントしている。そして，食料産業クラスター
の戦略性を基礎としながら，6 次産業や農商工連携の
戦略を埋め込むことを必要とし，さらに，6 次産業や
農商工連携は，垂直的な連携や統合化を図ること，さ
らにサプライチェーンとバリューチェーンの形成と結
合といった新しいフードシステムの有効性を，指摘し
ている。つまり，地域内外の異業種を含めた食品関連
企業とのネットワーク，連携と集積化にイノベーショ
ンによるクラスターを形成し，大きな波及効果を生む
フードシステムの必要性を提示する議論と理解する。
そして，広義な農商工連携型事業のモデルケースと
して，農業生産法人和郷園と（株）和郷（千葉県香取
市）の青果物についての連携型事業展開があるが，阿
久津（2007）や見目・阿久津（2013），斉藤（前掲書）
らは，既に具体的な議論を重ねている。農業事業にお
ける新しい経営組織体の出現とその優れた事業の構築
力（冷凍＆加工事業，リサイクル事業，販売・レスト
ラン事業の統合，商品の品質管理としてのトレーサビ
リティの整備等々），そしてそれらを構想した先見性
のある戦略性は特筆できるだろう。
一方，寺岡企業グループの場合は，先の事例とは異
なり他の企業や組織体との連携型事業の展開ではな
い。あくまでも，寺岡企業グループ内の有機農業事業
と醤油醸造事業のそれぞれ別組織による強力な連携を
中心とした，6 次産業化への新たな挑戦である。
しかしそこにこそ，大きな強みが存在すると考え
る。一般に，農業事業者が持つ自身の地域資源に恵ま
れていたとしても，他の組織体との連携を実践する際
に，技術や経営という，即，戦略性に繋がる経営資源
には恵まれているとは言い難いだろうし，農業事業者
が連携を組む他の食品企業などに依存することが多く
なるのではあるまいか。しかし，寺岡企業グループ
は，同一企業グループ内の企業であり，多角化した事
業体の連携系である。さらに，そこに，（株）ロイヤ
ルコーポレーションの経営ノウハウから派生する，例
えば営業ノウハウ，コミュニケーションノウハウ等
は，農業事業の活性化やイノベーションを誘発する潜
在的可能性を秘めているのではないだろうか。人材研
修やその他のグループ内の人材交流で社員の資質を見
極めれば，人材開発の面からもグループの他の事業領
域との新たな協力のあり方も構想できないだろうか。
そして，本来，こうした連携による農業事業領域にイ
ノベーションが生まれ，経済的効果が高まることが，
6 次産業化の基本的な狙いであろう。さらに，寺岡企
業グループにおいて，その有機農場規模が大きいこと
から，地域貢献の視点からも，近隣地域における有機
農業事業の中核としての役割を担い，新たな連携を模
索する展開も期待したい。
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（3）伝統的な食品事業の価値創造による企業ブラン
ド力の構築
―自前にこだわる独自の企業姿勢―
かつて寺岡企業グループの先祖は，家業として醤油
事業を手掛けていた。時代を経て，その後，併せて，
塩田事業を行ないながら醤油醸造事業を中心に事業を
拡大していく訳だが，さて，その醤油醸造において
も，現在でも，自前で原材料を作ることに大いに拘っ
ているのだ。それは何故なのだろうか。これは，
代々，伝統的な醤油事業を行いながらも，一方で塩田
を自前で持っていたこと等による創業以来の誇り，い
わば企業の DNA ではないだろうか。しかも，塩田事
業は，我が国では専売事業領域であったことから地域
経済との関係も独特で強いものがあっただろうし，地
域における自社の認知度や役割を反映した評価を受け
ていたのではないだろうか。企業が，長年，粛々と備
えてきた地域企業としての位置，企業価値の芽が，今
日の寺岡企業グループの事業化と企業価値の創造に影
響を与えていると考える。
「寺岡家の有機醤油」の名称で括られる有機醸造醤
油商品群の，杉桶で 3 年以上の発酵期間を置いて熟成
した有機 JAS 認定の天然醸造醤油の商品価値は，長
年の醤油醸造技術の伝承を通して初めて実現したもの
で，現在，有機醸造事業へと大きく進化して，地域に
根差したものづくりへと確立してきた。3 年熟成の天
然醸造の生産方式⇒ゆっくり時間をかけた本物，高価
格で高品質な商品の誕生⇒しかも有機生産物である，
という貴重な商品づくりからは，確かな商品の価値連
鎖が生まれている。それらが，寺岡ファクトリートい
う直営のアンテナショップで，有機認証マークを添付
して，「寺岡家の醤油」の企業名を記したブランド商
品として店頭に並べられる。企業ブランド力が伝わる
店舗風景である。
生産部の岡崎頼尚（醤油醸造の職人）は，天井や
壁，柱にびっしりと家付き酵母がついた薄暗い醤油の
杉製の醸造蔵で，一人醤油づくりに向かっている。そ
れは，職人が究極のモノ作りに徹している孤高の姿勢
で，感動すら覚える。こうした蔵の風情や蔵人の姿
は，消費者にとって，具体的かつ実質的な，貴重な商
品情報伝達の手法にもなる。
さて，先祖代々培ってきた，伝統技術に裏打ちされ
た，真似のできないモノづくり，ブランドロイヤリ
ティの高い本業としての醤油醸造事業は，正に，伝統
的な食品事業領域である。商品開発部から誕生する商
品群は，「寺岡家の国産有機丸大豆醤油蔵出し」のよ
うな伝統的な本物志向の商品である。が他方，例え
ば，明治を代表するジャーナリストと称される岸田吟
香（岡山県美崎町出身）が全国に広めたといわれる
「卵かけごはん」という日本的な庶民の食べ方・料理
だが，その専用向け醤油として。平成 15 年に「寺岡
家のたまごにかけるお醤油」が発売された。他に先駆
けて開発された，あるようでなかったこの商品は，実
にユニークな発想の商品で，平成 17 年には，醤油商
品の総売り上げの 2 割を占める大ヒット商品に成長す
る。（隣県の岡山県久米郡美咲町は，平成 20 年
（2008）に卵かけごはんの食堂をオープンし，卵かけ
ごはんで町おこしまで展開している状況である。）最
近では，創作調味料の商品「寺岡家のチーズとみその
かけつゆ」という和・様の両味を狙う商品も発売して
いる。
こうした開発チームの発想のユニークさや臨機応変
さ，フレキシブルなる遊び感覚も歓迎される社風は，
かつての異業種に参入していった経営者の姿勢と重な
ろう。こうした寺岡の気風も，もう一つの寺岡という
企業の DNA ではあるまいか。
4．おわりに変えて―企業の事業価値をデザイン
する―
現代社会では，実に多様な価値観が意味を持ち，確
実に，それらの多くが市場に反映されている。市場で
は熾烈な競争が繰り広げられ，新たなビジネスが生ま
れ，そこから魅力ある商品も誕生している。では，そ
の優れた商品開発を支えているものとは，一体，何だ
ろう。それは，開発者のユニークな発想や市場の課題
を見事に突いた経営者の着眼点，また新しい画期的な
技術開発や伝統技術の伝承や既存技術の改良，あるい
は社会構造を変革する新たな法・制度の導入が引き金
となるなど，実にさまざまな要因や理由がある。
筆者の研究領域は，現代の商品を巡る諸々の競争を
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分析し商品化現象の本質的な意味を抉ることにある。
が，近年は，単体としての商品やサービスを観察して
いても，どうにも分析が届かないのである。当然，競
合他社を含め市場化された商品実態を見極めようとす
るが，それだけでは，何が，今日の市場ソリューショ
ン（問題解決）であるのか，市場の潜在的ニーズを再
考し，新たな商品価値の可能性を想起することが見え
にくいと感じる。
そうしたことから，単体としての商品から商品誕生
のきっかけとなった事業の仕組みや展開の特色にも注
目し，それらの活動を可能とする企業間の連携のあり
方など，単体の商品を巡る視点から，新規事業化への
構想まで含めた分析対象とする視点が，今日的な商品
を巡る競争の分析には必要と考えるに至った次第であ
る。
つまり，現実の閉塞的な市場競争に晒されている商
品現象を分析するには，新たな事業価値を発現してい
る企業の事業化構想力をも分析対象として捉えること
が大切であり，それらは企業の掲げる経営戦略とも密
接にかかわることに他ならないと認識している。
企業において，そもそも経営戦略が重要とされる背
景とは何か。企業の新規参入などにより市場競争が激
化し，さらに顧客のニーズの変化により市場活動に変
化が生ずる。そこでは，新たな生産システムが開発さ
れて，生産性を高めるイノベーションが生まれる局面
へと変化する。また，提供するチャネル，流通システ
ムにも従来までの仕組みとは違ったイノベーションが
生じる。新たな顧客獲得を想定し，顧客情報管理など
顧客への多様なアプローチが検討され，そのための新
たな仕組み構築が必須となるのだ。そうした中から，
新たな技術革新に基づく新製品の登場が実現する。こ
うした市場活動の変化を捉えた企業経営の新たな手法
や経営戦略が実践されていることにも，専門領域を超
えて，多少なりとも着目した分析が必要と考える。
従来までの固定的な市場活動の枠の理解を超え，現
状の商品を巡る競争状態を打破する市場ソリューショ
ンを見据えることが，大きな課題となろう。そのため
にも，新たな事業化や事業形態をも視野に入れた考察
を想定し，そこから，企業がどの様に事業価値を高め
るべく企業価値のデザイン構想をしているのだろうと
…，想像は，限りなく膨らんでいく。
時代の変化を的確に捉える多様な価値軸を読みとら
ねばならない。今，市場の関心がどこに集まっている
のか，市場の変化や不足を見極める顧客との適合，新
規事業展開を想定した技術やシステムの高度化と統
合，また企業と消費者の間の新たな情報交換・交流の
中から，価値ある商品が誕生していく。こうした商品
の進化の意味を捉えつつ，市場ソリューションを想定
した新たな事業構想力の重要性を認識して，今回の視
察調査を進めてきた次第である。なお，一連の視察調
査は未だ途中の段階であり，今後も継続して経営者の
考えを伺う機会を頂き，新たな事業展開にも着目し，
今後の 6 次産業化への発展性を踏まえた考察を深めて
いきたいと考えている。
本 稿 は ， 平 成 24 年 （ 2012） 2 月 と 平 成 25 年
（2013）3 月の 2 回にわたる訪問調査と農場視察，ま
た店舗見学等で行った，企業グループ代表寺岡晋作氏
と有機農場（有）の代表取締役坂本詩郎氏へのインタ
ビューや情報等に基づき，分析し考察したものであ
る。改めて，寺岡企業グループの関係者の多大なご配
慮に，心よりの感謝を申し上げます。
参考文献・情報
阿久津裕史（2007）『地域農産食品の新たな商品開発戦略への
一試論――法人組織における付加価値創造を中心に』（専修
大学大学院商学研究科修士論文）
浅羽茂・牛島辰男（2010）『経営戦略をつかむ』有斐閣
伊丹敬之（2010）『経営戦略の理論（第 3 版）』日本経済新聞社
見目洋子編（2013）『商品・ビジネス開発のケースブック』／
見目洋子・阿久津裕史「第 6 章 組織連携による食・農業事
業の革新性――生産集団和郷園と経営戦略集団（株）和郷の
ビジネスの躍進」白桃書房（近刊）
斎藤修（2011）『農商工連携の戦略――連携の進化によるフー
ドシステムの革新』社団法人農山魚村文化協会
多辺田政弘・桝潟俊子（1979）『消費者と有機農業生産者の提
携運動―地域内産直を中心として―』国民生活センター（一
般研究報告）
農林水産省・生産局農業環境対策課（2009）「有機農業の推進
について」
渡辺孝編（2008）『社会イノベーション事例集 2008』内閣府経
86
済社会総合研究所
岡山県美咲町　町役場のホームページ http://www.town.misaki.
okayama.jp/
㈱大地を守る会のホームページ http://www.daichi.or.jp/
